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●

吉備高原西部，神石・油木地方の古生界，とくに

　　　石灰岩層群と非石灰質岩層との関係について

長　　　谷　　　　　晃

　（昭和39年9月30日受理）

The　upPer　Palcozoic　strata　in　the　Jinseki－Yuki　Area　of　the　western　Kibi

Plateau，　chugoku　District，　southwest　Japan；with　special　Reference　to

　　　　the　Relation　betwcen　the　Calcareous　and　Non－Calcareous　Groups

　　　　By

Akira　HASE

ABsTRAcT：As　to　the　carboniferous　and　Permian　strata　in　the　lnner　zone　of　southwest　Japan，

there五s　a　striking　contrast　between　calcareous　and　non・calcareous　facies．　Surrounded　by　thick

series　of　sandstone　and　shale（sometimes　with　chert），1arge　masses　of　limestone　with　some　schal－

stein　at　the　base　are　developed　in　several　isolated　areas．　An　example　is　in　and　around　the　Tai－

shaku　limestone　plateau，　a　part　of　the　Kibi　plateau，　Central　Chugoku．

　The　non・calcareous　group　distributed　to　the　south　of　the　Taishaku　plateau　is　a　northwcstern

extension　of　the　Yosh量i　group（YosHIMuRA，1961），　and　is　divided　into　the　following　two　parts，

　Lower　formation（more　than　800m．　thick）：Mainly　composed　of　black　shale，　with　rather　small

amount　of　sandstone　and　chert．　Thin　layers　of　schalstein　are　intercalated　and　a　small　lens　of

limestone　is　included．

　Upper　formation（1500－2000m．　thick）：Composed　of　sandstone　and　shale　repeated　in　various

thickness，　containing　conglomerate，　schalstein　and　limestone　as　thin　layers　or　lenses．

　From　the　fossil　evidence，　wh三ch　is　however　insuf臼cient，　this　group　may　range　in　age　from

Middle　Permian　to　Upper　Permian．

　The　limestone　groups　ranging　from　upper　Lower　Carboniferous　to　Middle　Permian　thrust

up　the　Yoshii　group　from　both　the　northeastern　and　southwestern　sides．　The　thrust－faults　run

in　a　dlrection　of　WNW－ESE　or　NW－SE，　and　dip　generally　with　a　high　angle．　Dikes　of　por－

phyrite　of　Cretaceous　age　outcropping　along　the　thrust　planes　are　cut　by　the　re・acted　faults．
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ま　え　が　き

地　質　概　要

非石灰相古生界

石灰相古生界
石灰相古生界と非石灰相古生界の関係

あ　と　が　き

1．ま　え　が　き

　中国地方の上部古生界に関しては，石灰岩を主とする層相（石灰相）と砂岩，頁岩，チ

ャートを主とする屑相（非石灰相）との対立がきわめて顕著であることは周知のとおりであ

る。山口県の西部，秋吉台地方はよく調べられていて，この二つの相の古生層の時代的，構
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造的関係がかなりの程度わかっており，研究者のあいだに見解の差もあっていろいろの論議

が行なわれてきた（烏山〔ToRrvAMA〕，1954；村田，1961；河野〔KAwANo〕，’1961；鳥山・

村田，1962）。中国地方の中部，いわゆる吉備高原にも帝釈台，大賀台，阿哲台などの大石

灰器台地を構成する石灰相古生界とその岡辺部に広い面積を占める非石灰相古生界がある

が，前者についての化石層序学的研究が近年著しく進展してきたのにたいして，後者の層序，

時代，地質構造に関しては知識がきわめて不十分であり，両相の地質的関係についても未知

ないし問題の点が多く残っている。

　岡山県西部の大賀台では，彊（1939）と小林（KoBAYAsHI，1941，50，51）によって下部

を大岳角岩層，上部を三原砂岩粘板岩互層とよばれた原い非石灰質岩層がある。大岳層の下

位にはビゼアンの日南石灰岩層が，三原層の上位には厚層の高山石灰場層が，さらにその上

位には中・上部二畳系の宇治層がそれぞれ覧合的に重なるとされ，小林はこれらを一括して

準秋吉層群1）とよび，全体として南側の千枚岩質粘板岩層および上部三畳系成羽層群へ衝上

する大班模なクリッペであると考えた。しかるにその後，中野（1952）は日南石灰岩層と大

岳一三原層が來西性断屈で境されていることを示し一彼は大岳層と三原層の層序関係につ

いては前者が上位，後者が下位と考えた一一一一，また吉村（1961）は高山石灰岩層がビゼァン

から二畳紀中期にまでおよぷものであって大岳一三原層へ衝上していることを明らかにし

た。これからすれば大岳層と三原層一吉村はあわせて芳井層群と命名した一は，秋吉台

周辺の山口層群と同じように，台地を構成する石炭・二畳紀の大石灰器体とは屈序上，地質

構造上の単元を異にするものとみなしうるが，その地質時代は不明確のまま残されている。

　大賀台の北部には中村石灰岩層と富家砂岩粘板岩層がある。小林は両層を層序的上下関係

にあるものとし，勘米良・太田2）も上部石炭紀前期（あるいはビゼアン）まで下るこの石灰

岩層の下位に艶合的に富家層が，さらに布瀬チャート層が重なるとした。しかし吉村はこれ

にたいしても疑問をなげかけ，石灰措層と非石灰質腸層は断層関係にある可能性が大きく後

者は三原一大岳層に比較されるものであろうとのべている。

　さらに北方の阿哲台においても，台地の滋体を占める大石灰岩体（阿哲〔豊永〕石灰岩

層）とその南に分布する非石灰質宕層（石蟹層，四ツ雄層，坂本層）との闘の関係，後者の

地質時代に．ついてはいろいろの意見があって不明の点が少くない（小林〔KOBAYASIIr〕，

1941，50，51；今村，1959；吉村，1961；野上〔NoGAMI〕，1962）。

　ひるがえって広島県側に目をうつすと，ここでも高111，巾村，阿哲石灰岩層に対比される

石灰岩体が帝釈台を形成しており，これと藩しい対照をなして台の南側に広く砕冊宕を主と

する累層の発述がみられる3）。　石灰至｝層の方の化石層序区分はかなりよくわかってきたが

（横山，1959；Carboniferous　Research　Subcommittee，1960；長谷，1964参1照），南域

の非石灰質岩層については小倉（1921）の7万5千分の1地質図帽と，そのなかでrF生層と

1）小林は西甫日本内帯の秩父系のうち，石灰岩がはなはだしく卓越し砂省，頁岩，チヤートはわず

　かしか含まれないものを秋古層群，その逆のものを山口層群，両者の中間的層相を示すものを準秋

　古層群と名づけた。

2）　勘米良亀齢・太田正道（1957）：岡山県成羽川中流備中町付近の石炭系（演旨）．日本地質学会西

　日本支部会報，（20），9－10。

3）台の北および西側にも砕滑岩層があるが，この少なくとも一部は石灰岩屈上に累皿する中・上部

　二畳系（宇治層に対比可能）である。
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されているものの一部は古生屈であろうという小林・堀越他（1937）の一文が公にされてい

るにすぎない。わたくしは，前にのべてきた問題の究明に近づくためにまずこの地を選んで

調査を行なった。幸いにして局部的には広島大学理学部地質学鉱物学教室の進級論文1）があ

るので，予備的知識をうるのに好都合であった。調査地域は神石郡神石町を中にして同郡油

木町西部および甲奴郡総領町東部にわたる東西約15km，南北約2－10kmの範囲であり2），

調査の結果は中国地方中部の古生界の層序論と構造論の進展に寄与しうるものとおもうの

で，まだ不備ないし間題の点も残っているがここに報告する次第である。

　この研究の途上，広島大学の今村外治教授からは御自身指導の任にあたられた進級論文の

資料をかしていただくとともに，かわりない激励と有益な示唆をいただいた。中国地方の地

質研究にきわめて大きな足跡を残された先生の御退官を記念して，深い感謝の心とともにこ

の小篇を捧げたい。広島大学の吉村典久博士には野外調査の一部に，沖村雄二氏には野外調

査の一部と小型有孔虫化石の同定に，佐田公好氏には紡錘虫化石の同定に，秀敬博士には火

成岩の鑑定にそれぞれ助力をいただいた。とくに沖村，佐田の両氏にはたいへんお世話にな

った。これらの方々にも厚くお礼を申し上げたい。この研究には文部省から交付された科学

研究費の一部と広島県庁から交付された県地質図作成のための調査費の一部を使用した。

n．地　質　概　要

　はじめに調査地域の地質一般についてのべる。

　地域の大半を占あるものは，おもに砂岩と頁岩からなり若干のチャptトとごく少量の輝緑

凝灰岩，石灰岩，礫岩を伴なう一述整合の累層で，北西一束南ないし西北西一東南束の一般

走向をとり，この方向に軸をもつ一大背斜を形成している。上下に二分され，下部は頁岩を

主とし細粒相を示すのにたいして，上部は砂岩優勢部にはじまって砂岩と頁岩の互層で代表

され，相対的にみるとより粗粒相を示す。本層は後にのべるように大賀台地方を模式地とし

て設定された芳井層群（吉村，1961）に対比され，岩相上もそれによく似ているのでこの名

で呼ぷことにする。時代は二畳紀である。

　地域の北東部および南西部には石灰岩と輝緑凝灰岩を主とする累層があり，いずれも北西

ないし西北西方向に走る断層を境にして芳井層群へ衝上している。北東側のものは帝釈台の

石灰岩層群の一部をなし，これと芳井屈群との境界の擾乱，変形はとくに著しく，平行的な

断層群の発達で特徴づけられる一種の構造帯を形成している。南西側のものは白要紀火山岩

類の被覆のためにもともとの広がりを知ることができない。いずれの側にも石炭系と二畳系

がある。

　地域の西端に近い鷹志風呂IIJの山腹には，下部白塾系稲倉層（関門層群）に対比される赤

色岩層が古生界を不整合におおって発達している。安山岩類が地域の北束部に，安山岩一斜

長流紋岩類が南西部に，流紋岩類が南部に分布するが，前二者は白厘系吉舎安山岩類に，後

1）　鈴木尭士・八木成幸（1954）：広1為県甲奴郡領家村西部の地質について（手記）。

　　石原舜三・江藤催朗（1954）：広島県甲奴郡領家村黒目付近の地質（手記）。

　　中川正男・西脇正己（1954）：広昆県神石郡油木町南部の地質について（手記）。

　　森崎隆義（1954）：広島県神石郡油木町北部の地質について（手記）。

2）参照地形図：5万分の1，庄原，上下，油木。
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者は同じく高田流紋岩類に比較され，いずれも凝灰岩～角礫凝灰岩を伴なう。これらに関連

するとおもわれる珊岩や石英斑岩の岩脈，岩床が古生界中にひんぱんにあらわれてくるが

（小岩体なので地質図にはいちいち筈き入れてない），前述の衝上断層にそってもみられ，

しかもしばしば同種の断層によって破砕される例がある。白垂紀後期の石英閃緑岩，花醐

岩，花岡斑岩の貫入が地域の北西縁をかぎり，中新世の備北層群は油木付近の標高500m内

外の平坦面を形成している。

　断層系統としては北西系のもののほかにそれを切る（先第三系を切る）北東系のものが顕

箸である。この断層にそっては北西側ブロックが相対的に南へ変位することが多く，この現

象は広島県下における同種の断層について認められる一般的傾向である。

皿．非石灰相古生界一芳井層群

1．下　　部　　層

　〔分布〕　背斜の軸部を占め，神石町中部を東西1このびて汕木町西部にいたる。代衷的露

出は油木西方の県道沿いや呉ケ峠（神石町）南来の七曲，野上付近にみられる。鷹志風品山

の西麗，総領町竹ノ下に露出するもの1）は，神石町方面のものとのつながりを白塾系の被覆

によって断たれているが，位置および岩相からみて下部脳としてさしつかえない。

　〔層厚〕　走向，傾斜のはかれるところが少ないので正確には算定できず，また下限まで

露出していないが，観察される範囲で800m程度であろう。

　〔岩相〕　おもに頁岩からなb’，若干の砂岩とチャートを伴ない，ときに輝緑凝灰場の薄

層と石灰岩の小レンズを含む。

　頁腸は無色～暗灰色，一般に無層理，塊状で，シルト質のものと粘土質のものとあり，い

くらか珪質のことが多い。まれに砂質薄層ないし葉層を含むことがある。

　砂宕は頁岩にくらべるとはるかに量が少なく，単独で厚層にわたることはない。暗灰～暗

青～暗緑色，塊状で，多くは細枇ないしシルト質である。油木酉部ではやや：Elを増し，角形

～亜角形の石英粒（波動消光をなすものが多い）と長石粒にとみ呈｝片十器質部も比較的広い

グレイワッケ型中粒砂濫がみられる。

　チャートは灰白～淡緑～暗灰色（ときに暗赤色），多くは塊状であるが，泥質葉層をはさ

み数cm程度の厚さで板状に成層するものもいくらかあり，またよく泥質岩や砂質岩に移化

する。西方，呉ケ峠方面では頁場中に小レンズないし薄層としてごくわずか含まれるにすぎ

ないが，束するにつれて次第に量を増し，油木方面では数mから20－30mのものがややひん

ぱんに挿入されるようになる。とくに汕木の南，権現山では本層の最上位を占めて犀さ150m

稚度のものがあらわれるにいたる（地贋図には小さいものは全部省略されている）。

　輝緑凝灰岩は帯緑暗灰色，塊状，細粒で述続性があまりよくなく，中郷一菅草間伸II石町

中部）の背斜北翼部の本層上位にチャートと相伴なって薄層としてあらわれる。

　石灰岩は竹ノ下に小レンズとして含まれるにすぎない。一般にやや結品質であるが，なか

に海百合破片と石灰泥集（？）を含むmicrite質石灰岩がある。鈴木兜士・八木成幸2）によ

1）小倉（1921）の庄原図幅ではrli坐層に盆色されている。

2）広島大学理学部進級論文（前出）。化石は佐田公好氏が再検討した。なお，本篇にあげた紡鐘虫
　と小型有孔虫は，とくにことわらないかぎり，わたくしの採集資料をそれぞれ佐田公好氏と沖村雄

　二氏が鑑定したものである。
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第1図　広島県神石郡神石一油木地域の芳井層群の模式柱状図

〔凡例〕

（頁岩〉砂岩）．

1：呉ケ峠南部・南西部（背斜南翼）．

皿：呉ケ坤北來部（背斜北翼）．

1：礫岩．2：砂岩．3：砂岩・頁岩互層（砂岩≧頁岩）．4：砂岩・頁岩互層

　5：頁岩．6：チャート．7：凝灰岩．8：石灰岩．9：断層．
　　　　　　　　　　　　　皿：呉ケ峠北部・南西部（背斜北翼）．

　　　　　　　　　　　　　IV：油木北部・西部（背斜北翼）．
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って保存不良の紡錘虫が発見されたが，Neeschwageri〃4　sp．（原始的な型のもの）とPse〃do・

fusuli〃a？sp．が同定される。

　〔対比〕　権現山のチャートは，途中，新期岩層の被擾によって露出が断続しながらも南

来へ追跡され，原さをさらに増しつつ仙獲山（油木町）付近をへて芳井層群大岳層の模式

地，大岳山（岡山県後月郡芳井町）につづくらしい。それゆえここに下部層としたものと大

岳層とは側方に移化しあうものと考えられる。上記化石資料は不十分ではあるが二畳紀中期

を示すものとみられよう。

2．上　　部　　層

　〔分布〕　下部層の南北両側を占め，神石町北部から汕木付近にかけてと，神石町南部か

ら総領町無目付近にかけてに広く分布する。鷹志風呂山の南西にも孤立的な小露出がある。

　〔層厚〕　上限は衝上断屈によって切られているが，もっとも幅広く露出するところで

1500m以上，2000m程度と推定される。ただし，断層による地塊化と小襯曲のために正確な

算定は不可能である。

　〔岩相〕　本層の下部には砂腸を主とし少量の頁岩を伴なう部分がみられる。厚いところ

で400mにおよぷが，頁岩の挿入を増して次にのべる三ヒ部との区別が困難な場合もあり，そ

の間にはっきりした境界を設けにくいことが多い。

　主部では砂岩と頁岩が比較的厚く交互するなかに両者の薄層互層が挿入され一全体とし

てはむしろ砂岩が優勢一，まれに凝灰至｝，石灰岩，礫措が含まれる。薄層互層にはいろい

ろの親模のものがある。すなわち，砂揖のなかに数cm～30　cm（ときに2，3cmあるいは1

m士におよぷ）閥隔をおいてより薄い頁岩がはさまれるもの，逆に頁脂のなかに2，3cm

～数cm（ときに～30cm±）の砂岩がひんぱんにはさまれるもの，砂宕と頁岩がほぼ同量に

上記租度の原さをもってくりかえされるものなどがある。背斜北翼部の平田，落石，兄内付，

近（神石町北東部）ではとくにこのような五層の発達が顕著である。

　砂岩は暗灰～帯緑噛灰～暗膏色を呈し，頁措と細互層をなすものは細粒～シルト質である

が，比較的厚層におよぷものは細粒～中粒，ときに粗粒である。淘汰のあまりよくないグレ

イワッケ型砂岩で代表され，角形～亜角形の石英粒と長石拉にとみ（長石の方が多く石英に

は波動消光をなすものがある），岩片と基質も少なくない。とくに下部の砂岩には泥質岩の

1cm士におよぷ角ばった小片を多鑓に含むものがよくみられる。

　凝灰岩は本郷，峠，板橋付近（神石町北西部）と油木北方の木層中・上位に，薄いもので

30cm，埠くても50m以下の層としてあらわれる。暗緑色，塊状のいわゆる輝緑凝灰岩（微

小角閃石にとむ）と，帯緑乳灰色，緻密堅硬の層灰岩様宕石（もともとは石灰質凝灰腸か，

透輝石一緑簾石一斜長石一方解石岩にかわっている）があり，両者が葉層互層をなす場合も

ある。

　石灰岩は小レンズあるいはノヂュールとして中郷（神石町中部）付近にごくまれに含まれ

るにすぎない。

　本層の比較的上位，落石一見内東方に厘さ10m±の礫岩が一枚あらわれている。塊状，暗

色で淘汰は不良，基質は砂質でやや広く（細粒～中粒の石英，長石および岩片にとむ），礫

種としては頁岩，シルト岩，石灰岩が卓越し，ほかに凝灰岩，安山岩，斜長石斑岩，石芙斑
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岩，花醐斑岩，グラノファイア，花醐岩などがある（火成岩には浅成のものが多い）。礫の

大きさはふつう2cm以下，ときに5cmにおよび，頁岩と石灰岩は概して角形～亜角形であ

るが外来の火成岩はかなりよく円磨されている。石灰岩礫にEostaffella　sp．，　Millerella　sp．

を含むもの，Schwageri7；a　sp．を含むもの，　S〃〃matrina　sp．（図版26，12図）を含むものがみつ

かった。

　〔対比〕　上部層は岩相と層序関係から模式地の芳井層群三原層にほぼ対比されよう。大

賀台地方の三原層類似の地層（高山石灰岩層下に地窓としてあらわれているので厳密には所

属不明確）から，吉村（1961）はYabeina　cf．　cascade〃sis（ANDERsoN），　Neoschwagerina　sp・，

Cancellina？sp．，　Afghanella　？　sp．，　Scゐwagerina　sp．を報告している。落石一見内の礫岩の礫

中の化石，この礫岩と同性格のものが広島県下の上部二畳系中にときどきみられること（長

谷，1964），さらに既述の下部層の時代とこの上部層の屈厘などもあわせて判断すると，上

部層の時代は二丑紀中期から後期にわたるとみなしてよかろう。中国地方中部の石灰岩台地

には二丑系中部，Neoscbwager／na　dottv／11ei　，IIFの基底に不整合があり　（先槙不整合，今村，

1959），それより上には石灰岩礫岩，砂岩，頁岩の発達が著しい。細粒相を示す芳井層群下

部層から相対的にはより粗粒になる上部層への転換が，ここでは漸移整合的ではあるが，こ

の時期の地殼運動に対応するとみられはしないだろうか。

3．　地　質　構　造

　芳井層群の走向は北西一東南ないし西北西一束南束の場合が多く，局部的には南北に近い

こともある。岩層の分布と走向，傾斜から，調査地域の中部を走向方向にのびる一大背斜軸

とその南に二義的な向斜軸が想定でき，そのほか所々により小規模な摺曲がみられる。地層

の傾斜は柵曲の翼部で反対方向に40°前後が普通であり（ただしかなり変異にとむ），これか

らすると，主背斜軸の延長は少くとも10kmにわたり短かくないが摺曲にもとつく圧縮度は

中程度であってあまり強くない。摺曲構造は北西系と北東系の後成断層によって切られる

が，後者による変位のために大局的にみた一般走向は個々の走向よりも東西へ偏する傾向が

ある。石灰相古生界との構造的関係については章を改めてのべる。

付．呉ケ峠北方の輝緑凝灰岩・石灰岩層

　呉ケ峠のすぐ北に，暗緑色，ときに赤紫～雑色，塊状の輝緑凝灰岩とそのなかにレンズ状

に含まれるかにみえる石灰岩からなる地層が，西北西一束南東方向の延長1km十，幅最大

300m・一にわたってあらわれている。

　南側のもっとも大きいレンズ状岩体（長さ350m十，幅約100m）の一部は明らかに石灰岩

角礫を石灰質碁質が膠結する礫岩で，Yabeina　shiraiwe〃sis　OZAWA1）（図版26，9図），　Neo・

schtv4geri〃a　cf．　do〃villei　OzAwA，　N．　cf．　Margaritae　DEpRAT，　Pse〃dodol／01ノ〃a　cf．　pse〃dolepida

①EPRAT），　Sc乃wageri〃a　sp，を産する2）。また転石にはYabe；〃a　cf．　katoi（OzAwA），　Neo∫chwa・

geril；a　megasp乃erica　DEPRAT（図版26，10図），　N．　sp．（N．　dottz・i〃ei　type）（図版26，11図），

1）　Yabeina　7asubaensis　TORiYAMA　2　LJのものをかなり含む。

2）上郷の西の谷，すなわち呉ケ埠・中郷間の県道から北西へ入る谷がさらに北へ枝分れする分岐点

　の北西50m＋の地点。
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P〃ψ！∫〃〃〃4　sp．，　Kahleri〃4　sp．，　N4〃ki〃e〃4　sp．を含むものがある。それゆえこの石灰岩礫岩

は中部二畳系上部一上部二畳系に属するとみられるが，その分布はごく局部的である。同じ

レンズ状岩体の大部分は普通の石灰岩からなっていていわゆる礫岩ではない。海百合破片

（ふつう2mm以下，ときに4mmにおよぷ）にとみ基質がmicrite質のfine　calcirudite

～calcareniteがあってそれからP／ofus〃〃〃e〃4　sp．を産する一他にcalcilutiteもある。

野外での槻察および薄片の検討からしてもこれが誘導化石であるとはとうてい考えられない

から，この石灰岩は上部石炭系下部に属するとみなされる。Pプψ∫〃1加〃4を産する部分と

Yabei〃a　sbiraiwe〃ゴ∫を含む部分は距離にして50mばかりしか離れていないから，その間に

先槙不整合に対応する不整合が存在する可能性があるようにおもわれる。それはともかく両

者は同じレンズ状岩体中にあるかにみえながら，そうでないことはその時代からして確かで

ある。

　上紀岩体のほかにも輝緑凝灰岩中に石灰岩の小レンズがある。石灰泥集（球形～楕円体

形，ふつう0・5mm以下・ときに1mm士，明らかな061iteもなかにあるが大部分は無構造）

にとみ基質がsparite質のcalcareniteや，海百合，石灰藻，蘇虫などの遺骸片にとみ若干

の石灰泥集と061iteを含むfine　calcirudite～calcareniteがあり，紡錘虫は発見されず，

小型イ∫孔虫E〃40’勿耀sp．（E．　bradVi　group），　Palc；eotext〃laria　sp．，　Ho　tuchノ〃ia　sp．を巌する。

下部石炭系上部統に相当するものかもしれないが確かでない。

　以上のべた輝緑凝灰岩・石灰岩層と周辺の芳井層群の関係は明確でない。両者は一見ほと

んどまったく平行的であり前者が後者中に舌状体としてはさまれているかのようにみえる

が，時代関係からするとそれは不可解であって断層接触の可能性が大きい。接触面そのもの

の露頭は観察していないが，境界付近で芳井層群の砂腸。頁燐互層が藩しく煎断されること

がある。帝釈台の石灰岩層群の一部に比較されるものが芳井層群中へ衝入してきたと鰐すべ

きであろうか（分布からして低角度衝上で境されたクリッペとはみなし難い）。

　木層の時代と現出状態についてはさらに繰しい検肘を要する。ここでは若干の資料と問題

点をあげうるにすぎない。

IV．石灰相古生界

1．　北東側の石灰岩層群

　調査地域の芳井層群の北束側に広い分布をみせる石灰岩と輝緑凝灰岩は帝釈台の石灰岩層

群の一部をなすものであるから，初めにその標準層序区分を横山（1959，60，61）の論文か

ら抽出しておく。

　帝釈台の石灰岩屈群は石炭系の帝釈川層群と二畳系の束宇山層群にわけられる。帝釈川層

群の最下部には輝緑凝灰岩の卓越する部分があって断魚渓層とよばれ，Na8atopbv〃〃ノ〃－

Clisaxopbvllumさんご化石群を含む。つづく主部はAlノ〃ere〃a帯，　PTef　tiS〃〃〃’〃4帯，　F〃s〃〃〃ell4

帯にわたる（Fus〃li〃4帯の一部も含むか？）永明寺層で代表される。ごく局部的，孤立的に

Triticites帯に対比される為平層があるという。來宇山層群は帝釈川層群と不整合関係にあ

り，下部からPseecdoscbwagerノ〃a帯1こ相当する宇那田層（石灰岩礫岩を伴なう），　PavafitS〃li〃4

帯の宇山野層（赤木〔AKAGI〕，1958による），　N80∫‘乃〃488ノ；〃440〃〃〃8；帯の有頭層（石灰岩
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礫岩が顕著）の順に重なる。有頭層の基底にも不整合が存在するらしい。束宇山層群上に整

合的に西宇山層群がのるが，これは砂岩と頁岩を主として石灰岩，石灰岩礫岩，チャート，

凝灰岩をはさみ，Yabei〃a　shiralwensis帯一Lepidolina帯を代表する。

　さて，調査地域北東側の石灰岩層と輝緑凝灰岩層は芳井層群の走向に平行的にほぼ北西一

南東に走り，おおむね北束へ傾斜している（局部的に小摺曲がある）。神石町永野南部では

次のa－fの6累層が南西側から北東側へ向かって1順次あらわれる。ただし，走向に直交す

るルートで全部がみられるのは落石一和田間であって，V章にのべるように，白井一市場間

ではa，bが，見内一天川間ではc，　dが，峠迫ではa－eが欠けている。

　a）　輝緑凝灰岩層　　石灰岩の小レンズやノヂュールを含む暗灰～暗緑～赤紫～雑色の輝

緑凝灰岩からなる。層厚は小断層の発達のため明確さを欠くが150～200m程度であろう。凝

灰角礫岩を伴ないまた上部には流理構造を示すものもある。石灰岩には海百合破片（ふつう

1mm以下）とpellet（0・2mm以下）にとみ小型有孔虫E〃dotb／ra　sp．（E．　pattc／septata　group），

SePtaglomespiranella　？sp．を産するものがある。化石資料は時代を限定するに十分でないが，

岩相からしても本層は断魚渓層に比較される可能性が大きい。

　b）砂岩・頁岩互層　　砂岩と頁岩が2，3cmから30cm程度の厚さをもってくりかえす薄

層互層からなる。芳井層群上部層を特徴づける薄層互層に酷似するから，その一部がここに

ふたたびあらわれているのではあるまいか。層厚は小断層の発達のたあ厳密には算定しがた

いが100m程度であろう。

　c）石灰岩層　　白色，塊状の石灰岩からなり，石灰岩ノヂュールを含んでやや成層する

帯緑乳白色チャート（放散虫が密集）をごく局部的に伴なう。石灰岩は一般にやや結晶質で

あるが，海百合破片にとみ基質がmicrite質のfine　calcirudite～calcareniteがあり（cal・

cilutiteもある），これは呉ケ堵北方のPreftis〃li〃ella石灰岩（284頁）や後述のf層のPrefu∫〃・

〃〃ella石灰岩によく似ている。原始的紡錘虫の破片が見出されるがEoschubertella　sp．が同定

できるだけである。本層の少なくともある部分は永明寺層の一部に対比されるであろう。

　d）輝緑凝灰岩層　　横IIS（1959）が倉迫層と呼んだもので，塊状の輝緑凝灰岩から構成

される。凝灰角礫岩様の部分もある。横山によればFitS〃1i〃ell4　sp．を産する石灰岩レンズを

一部にはさむという。

　e）二畳紀石灰岩層　　主体は白色，塊状の石灰腸でわずかに黒色頁岩および淡緑灰色凝

灰岩をはさむ。石灰岩にはTriticites　sp．，　Schwagerina　sp．，　P∫e〃defusttli〃m　sp．を産するものと

Para∫ustslina　sp．，　PseitdefttSμlina　sp．，　Triticltes　sp．を産するものがあり，前者はsparite質基

質中に海百合片と石灰藻微片をきわめて多量に含む（石灰藻の方が数の上でははるかに多

い，紡錘虫とごく少量の蘇虫片を伴なう）fine　calcirudite～calcarenite，後者はおなじく

sparite質基質中に多量の紡錘虫と少量～微最の海百合片，石灰藻片，蘇虫片，石灰泥片，

石灰泥集などを含む（局部的にpelletが密集するところがある）fine　calciruditeである。

なお，転石ではあるが第2の型と同性質の石灰宕からNeoscbtva8eri〃4　simplex　OZAWA，　Can・

cellina　sp・，　Afgha〃ella　sp．（図版26，6図），　Pse〃dodoliol；〃4　psettdo　lepida（DEPRAT），　P．　ozawa／

YABE＆HANzAwA（図版26・5図），　Pa　rafits〃〃〃4　spP．，　P∫e〃〆ψ’∫〃lin4　sp．，（；odonefttslella

sp．，　Na〃ki〃e〃a　sp．（図版26，4図）もえられた。化石資料から本石灰業｝層の主体は宇那田層

十宇山野層に対比されよう。
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　本層の東緑部にごく局部的であるが数cm以下の石灰岩角礫～亜角礫を暗色石灰質基質が

膠結する礫岩があり，Yabei〃4・sp．（Y．々kateノ　type），　Neoschw48eri〃4　cf．　dotivillei　OzAwA，　Para・

fttS〃〃〃4　sp．を産する（礫中にはTritlcites　sp．がある）。この石灰岩礫岩は有頭層に相当する

であろう。

　f）石炭紀石灰岩層　　白色，塊状の石灰岩からなり下位に石灰岩ノヂュールを含む輝緑

凝灰岩を伴なう。石灰岩にはmicrite質基質中に多量の海百合片と従的だが相当量の石灰藻

片を含む（若干の有孔虫，轟虫片，石灰泥集もある）fine　calcirudite～calcareniteが多

い。Profusulinella　c£．　rl，。mb。ides（S．，　

EE＆CHEN＞を産するところとProftiStdinella　sp．，　Fusi‘・

li〃e〃4？sp．を産するところがあるので，本層は永明寺層の一部に対比され，断魚渓層の一

部をも含むかもしれない。

　なお，この石灰岩層の上には宇那田層に相当する石灰岩礫岩がのるところがある。数cm

以下，ときに20cmにおよぷ石灰岩角礫～円礫を略色石灰泥（一部では淡緑色凝灰質部）が

膠結するもので，Pseudoscbwa8eri〃4　sp．を産する（Triticitesの密集する礫を含む）。

　永野の西方，相渡，須子山方面では化石の産出がない一全体として熱変成をうけている

一
ため岩層区分と構造解析が困難である。a層あるいはd層の延長かとおもわれる輝緑凝

灰岩層（見かけ上の耳さ最大700m，まれにチャートを伴なう）が南西側にあり，石灰岩小

ノヂュールにとむ部分を介して，一見整合的に上位の石灰岩を主とし輝緑凝灰岩を伴なう層

（見かけ上の厚さ300m十，少且の砂岩，頁宕あり）にうつる。この北束側には塊状の細粒

砂岩，シルト岩を主としところどころに砂岩と頁岩の薄層互層をはさむ層が分布するが，こ

れは芳井層群上部層に岩相上酷似する。さらに北來側に帝釈方面につづく石灰岩層の広い発

達をみる。

　油木北方3kmのところには，下位に薄い輝緑凝灰滑と無色頁宕を伴なって石灰燐があら

われている。露出の北東緑に近くYabeina　sblraiwensis　OZAWA1）（図版26，7－8図）を多産

しPa　

ra∫usnti，m　sp．，　Kablerin4　sp．を伴なう部分があり，その糖にPara∫usuli？；a　sp．，　Psefido・

fSiS〃li〃4　sp．を産する部分があって，この石灰岩休のなかに中部二畳系と上部二畳系がある

ことがわかる。

2．南西側の石灰岩層群

　芳井層群の南西側には白璽紀火山岩層におおわれて断続的にあらわれる石灰岩体の露頭が

ある。総領町無目の東方（別迫）に分布するものはこのなかでもっとも大きく，最下部（甫

端部）に少Ekの輝緑凝灰岩を，上部にチャートの薄層を伴なっている。露出の北束緑近くに

Tr｝ticites　sp．（図版26，3図）を多産しScb　wageri〃4　sp．，　Sc乃〃berte〃a　sp．を｛4三なう部分があ

り，その南西約200mの地点にProfus〃di〃e〃4　sp．（P．　rhon；boides　type）（図版26，1－2図），

Oz4τvainella　sp．，　Staffe〃a　sp．を産する部分がある。前者はmicrite質基質中に多童の紡錘

虫と比較的少Ekの海百合片，石灰藻片（十蘇虫片），石灰泥片を含むfine　calciruditeで，

局部的にpellet（0．1mm士）にとむところやspherulite（1mm十）にとむところがある。

後者はsparite質基質中に相当量の有孔虫，海百合片，石灰藻片（十群虫片）を含むfine

1）Y7abeina／asubaensis　TORiYAMA型のものを含む。なお，化石産地は汕木町の西川功氏に案内して

　いただいた。厘くお礼を申し上げる。
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calcirudite～calcareRiteで，　pelletが著しく卓越するものもある。“・dmsの石灰岩体の南

端近くではEostaffella　sp．，　Endotbvva　sp．，　Palaeetextularla　sp．を産するeこの石灰岩は淘汰

のよいcalcareniteで，蕃質部は比較的狭くsparite質，特徴的に径1mm一のoδ1iteおよ

び石灰泥集（大きさと形は◎δiiteと同じだが無構造）にとみ，海百合その他の遺骸片を散

在させている。化石資料から別迫の石灰岩層には少なくとも上部石炭系の一部と下部二畳系

があることがわかる。

　黒目の北西の谷にも輝緑凝灰岩と石灰岩の露出がある。石灰岩の一部一一遺骸と石灰泥集

～ pelletにとむsparite質魚e　calci瓢dite（ただし海百合片は少ない）から石原舜三，江

藤善朗1）によって紡錘虫が発見された。Tゆ励85　sp．，　Schwagerina　sp．，　Pseudofusulina　sp。が

同定されるから少なくともこの部分は下部二畳系であろう。

　このさらに西方，総領町亀谷一本谷付近には石灰岩レンズとチャー1・の薄層を含む輝緑凝

灰岩層がかなり広くあらわれているが時代はつまびらかでない。

V．石灰相古生界と非石灰相古生界の関係

1．芳井層群北東縁における関係

　調査地域の芳井層群と帝釈台南部の石灰岩層群とは一見平行的であって前者が後者の下位

に重なっているようにみえるが，両層の時代と詳しい分布状態からして整合的関係にあると

は考えられず｝構造接触をなすと判断せざるをえない。両層群の関係が具体的にもっともよ

くわかるところは神石町永野南部にあるから，まずこの区域について説明する（以下の記述

に用いる累層記号はIV章のものに対応する）。

芳井層群とその北東側に分布するa輝緑凝灰岩層とは明らかな衝上性断層をもって相接し

ている。このよい露頭は落石と見内付近にみられる（第2図；図版25，1図）。いずれに

第2図　芳井層群とa輝緑凝灰岩層との関係を示す露頭のスケッチ

　　　　　　（神石町見内東北東900mの地点の路傍）

　芳井層群上部層（Alt　：砂岩頁岩細互層，走向N5°W，傾斜70°W．　Cg：礫岩，礫中に紡錘虫を産す

る，本文283頁参照．S§：砂岩，走Pt　N69°W，傾斜5◎eNE）と輝緑凝灰岩（Sch）との境界部に粉

岩（Pt）の岩脈があらわれているが，珊岩自身，太線で図示したような断層で切られ，また一部は角

礫化している。芳井層群桝ζも小断層がある。T：崖錐および崩れ。

1）　広島大学理学部進級論文（煎出）。化石は佐田公好氏が再検討した。
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おいても芳井層群上部J面に属する礫岩（282頁参照）の直上部の砂岩がa層と接しており，

境界部に斜長流紋岩あるいは珊岩の小岩体があってそれ自身断層による破砕をこうむってい

る。

　a層とb砂岩・頁岩互層との関係は明確でない。もし前者が断魚渓層，後者が芳井層群の

一部に相当するものであるならば，問に断層を想定せざるをえない（一部では珪長燐の小；鴇

脈の貫入がある）。

　b層とc石灰岩層との関係は落石束方でよく観察される（第3図）。ここでは石灰岩層に

伴なうチャートが砂岩・頁岩互脳に対して衝上している。白井一市場間でa・b両層を欠い

　　　　　　　　　　　一一h　20rn．4－一一

第3図　b砂宕頁岩互層とc石灰揖層との関係を示す露頭のスケッチ

　　　　　　　（神石町落石来方700mの地点の路傍）

一

　b砂場頁岩互層（Alt，走向N35°±E，傾斜50°±SE）にたいして，　c石灰姫層に伴なう石灰岩

ノヂュー・ル（Ls）を含むチャート（Ch，束端での走向N40°E，傾斜35°NW）が衝上している。衝上

面にそってとくに署しい粘土や角礫の発逮はない

よくみられる。T：崩錐および崩れ。

砂岩頁岩互層中にも太線で示したような小断層が

でc層が直接芳井層群に接するのも断層によると考えられよう。

　c層とd輝緑凝灰岩層，後者とe石灰腸層のそれぞれの関係は確められていない。兄内一

天川間ではc・dを欠いでe層が直接b層に接しており，接触部に近いb層の頁岩は細かく

舅断されるので，その間に断層の存在が十分想定できる（一部では小腸脈が貫入している）。

　e石灰揖層とf石灰姐層は両者の時代から判断しても断層関係にあるはずで，兄内束方

（一ツ橋）にその好露頭が観察される（図版25，2図）。ここでは功娼の岩脈あるいは岩床が

衝上断層によって明瞭に切られている。培迫ではa－eを欠き，f層が下位に輝緑凝灰器を

伴なったり伴なわなかったりして芳井層群と直接接する。境界部に珊穀があり，輝緑凝灰腸

とともに著しく舅断，破砕されている。

　汕木北方の石灰岩層も芳井層群上部層にTl‘i上するものである。境界部に粉岩の貫入がある

が，そのなかにも主断層に平行的なすべり面の発達が著しい（第4図）。

　永野以西における石灰相古生界と非石灰相古生界の関係は明確さを欠く。しかし相渡から

呉ケ峠にむかう県道ばたでは，輝緑凝灰岩層とそれに隣接する芳井層群の砂岩・頁岩層中に

北々西方向の小断層が数多く観察され，両層が構造接触をなすだろうことを暗示する。

　以上を要約すると，帝釈台の石灰岩層群の南西縁には一種の顕著な構造帯があり，時代と

岩相を若干異にする累層が断層を境にしてあたかもサンドウィッチ状に交互してあらわれ，

大局的には石炭紀から二畳紀におよぷ石灰岩層群が二畳紀の非石灰質芳井層群へ押し上がっ
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第4図　芳井層群と油木北方の石灰岩層との関係を示す露頭のスケッチ

　　　　　　　　（油木町油木北方3kmの地点の県道傍）

　芳井層群上部層（Ss　：砂岩，　Pss：含礫砂岩）が石灰岩層に伴なう輝緑凝灰岩（Sch）と太線で示し

た衝上而を境にして接している。砂岩，輝緑凝灰岩ともにそのなかに衝上性すぺり面の発達が著し

い。主衝上面に近く現岩（Pt）が貫入しているが，このなかにも同様のすべり面が多数みられる。石

灰岩はこの露頭の北東数10mのところから露出する。　Br　：角礫化した岩石（原岩不明）。　T：崖錐お

よび崩れ。

た形をとっているということができる。この構造帯は岡山県側で吉村（1961）が確認した高

山石灰岩層群と芳井層群の間の構造線につづくものであろう；個々の露頭での直接的観察と

岩層の分布からの間接的類推からすると，衝上断層はある程度のうねりをもちながらも北西

一
南東方向に近く走り，比較的高角度で北東側へ傾斜する場合が多いと考えられる（峠迫西

方ではかなり低角度のように判断されるがそれは局地的である）。構造帯内の輝緑凝灰岩層

と砂岩・頁岩互層中には主断層と方向を同じくする小断層ないしすべり面の発達がきわめて

顕著であり，これらについてみると，低角度のもの，高角度のもの，著しくうねったものな

ど種々あるが，高角度のものがはなはだしく卓越しており，しかもそれが低角度のすべり面

を切っていることが多い（図版25，3－4図）。このような小断層やすべり面の性格はこの地域

の地質構造を解析する一種の鍵になりうるとおもわれる。

　衝上断層にそってあらわれる小貫入岩体は吉舎ないし高田火山岩類（宮古世～浦河世，吉

田，1961）に関連するものとみなされるから，それがしばしば破砕，切断されている事実は

白垂紀後期にも衝上運動があったことを示し，いわゆる大賀衝上の形成期の解析に重要な意

義をもっであろう。もっとも，中国地方における中・古生界の分布からみて，この種の構造

線で特徴づけられる帯状構造の骨格の形成は，さらに古く古生代末期～中生代初期の変動に

もとめるべきであろう。

2．　芳井層群南西縁における関係

　無目東方（別迫）の石灰岩層は一見したところ芳井層群の上位に重なっているようにみえ

るが，両者の時代からするとその間に衝上断層の存在を認めざるをえない。直接の接触関係

は観察しえないが，石灰岩層に近い芳井層群の砂岩・頁岩層はかなりの程度擾乱をこうむ

り，小規模な北西性高角度断層の発達がある。また一部では境界部に石英安山岩の小岩脈が

貫入している。この石灰岩層の連続とみなしうるものが黒目の南西にも露出するが，芳井層

群に接する部分はいくらか舅断されている。さらに亀谷一本谷間の輝緑凝灰岩層と芳井層群

の問にも著しい擾乱帯がある。
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　資料は必ずしも十分とはいえないが，芳井層群がその南西縁においても石炭紀から二畳紀

初期におよぷ石灰岩層群に衝上されていることは疑のない事実であろう。吉舎・高田火山岩

屈は分布からするとこの衝上断層をおおっているようにみえる。

　上記の石灰岩は白塾紀火山岩層の北緑部に露出するものであるが，火山岩層の南緑にそっ

ても石炭紀および二畳紀石灰岩の小露出があり，さらに南側に発達する二畳紀千枚燐質粘板

岩層がこれに衝上されている（長谷，1963）。もっとも火山岩層下に点在的にあらわれるこ

のような石灰宕がもともとは一述のものであるのかどうか明らかにするすべがない。

VI．あ　と　が　き

　この論文は，中国地方における代衷的石灰岩台地の一つ，帝釈台の南側に発達する非石灰

相古生界にっいて，その屈序ならびに周辺の石灰相古生界との関係を記述し，あわせて石灰

岩についての若干の観察をつけ加えたものである。これを要約すると次のようになる。

　1）　訓査地域の非石灰相古生界は吉村（1961）の芳井層群の北西延長にあたるもので，細

粒相で代表される下部屈とその上位に漸移整合的に重なり相対的にはより粗粒相を示す上部

層とにわけられる。時代は二畳紀中期から後期にわたり，したがって石灰岩台地を構成する

石灰燐層群の一部と同時異相の部分を含むわけで，石灰岩層群最上部とその上位に累重する

非石灰質器層（西宇山層群，宇治層，専内∬面）を合わせたものにほぼ対比されよう。

　2）　この芳井層群は南北両側から石灰場層群に衝上されている。とくに北側，すなわち帝

釈台の石灰岩層群との境界衝上断層帯はきわめて顕著である。ここにみられる地贋構造上の

特性，ならびに芳井層群が二畳系しか代衷しないのにたいして南北両側の石灰岩JM群は上部

石炭系下部，おそらくはさらにビゼアンにまで下ることは，中部中国の中部二畳系最上部～

上部二畳系中にはもはや石灰相と非石灰相の対立がみられないこととあわせて，石灰腸層群

がその周辺に堆積した非石灰質岩層中に衝入したものであることを暗示しはしないだろう

か。中部中国の古生界の地質構造を規制するこの種の衝上断層の形成期については従来から

賭説があり，おそらくはいくつかの階梯をへて現在の形になったとおもわれるが，下部白亜

系稲倉層につづく粉岩，斜長流紋岩の貫入後にも衝上運助があったことが知られる。

　3）　石灰岩の岩相をみると時代の差による特徴がいくらかありそうに予察される。資料採

集地点がまだ少なく全体としての特徴をつかむにいたっていないが，たとえばPrefus〃li’〃〃a

石灰岩には海百合片にとむbiomicriteが多く，より下位のE〃dotbyra石灰岩にはbioclas・

ticのものもあるが061iteにとむoδspariteが多いことなどがあげられる。この問題につい

ては今後資料をまして群しく研究したいとおもっている。

参　　考　　文　　献

AKAGI，　s。（1958）：On　some　Permian　Porifera　from　Japan・Jub・Publ・commein・Prof・H・FujiMeto，

　　　　66－72，1p1．

carboniferous　Research　subcommittce（chairman　YABE）（1960）：carbonifcrous　systcm　of　Japan．

　　　　JapaπGeol．　Surve7　Rept．，（Spec．　No．　D），65　pp，4pls．

張　麗旭（1939）：岡山県川上郡大賀四近の地質特に大賀衝上に就いて（演旨）．地質雑，46，（549），

　　　　294－295
FoLK，　R．　L．（1959）：Practica1　petrographic　classification　of　limestones．　Bull．　Amer．　Assoc．　Petrol。　Geol．，



吉備商原西部，神石・油木地方の古生界 291

　　　　　　43，（6），1－38．

長谷　晃（1963）：広島県東部の弱変成古生界の層序．広島大学地学研報，（12），277－294，2図版．

　　　　（1964）：古生界，広局県地賀図説明Pt，31－59，2図版．広島県．

今村外治（1959）：岡山県下のペルムー石炭紀石灰岩層群．岡山県地下資源調査報告，（11），1－12．

KAwANo，　M．（1961）：　Stratigraphical　and　paleontological　studies　of　the　Paleozoic　formations　in　the

　　　　western　part　of　the　Chugoku　Massif．　Bult．　Fac．　Educ．，　Yama8uchi　Un　iv．，　Math。＆　Sci．，11，

　　　　　（Spec。　No．），1－133，20　pls．

KoBAYAsHI（1941）：The　sakawa　orogenic　cycle　and　its　bearing　on　the　origin　of　the　Japanese　Is・

　　　　　1ands．　lour．　Fac．　Sci．，1mp．　Univ．7io勺o，　Sec．2，5，（7），219－578，4pls．

小林貞一（1950）：日本地方地質誌中国地方．朝倉魯店．

　　　　（1951）：日本地方地質誌総論．朝倉書店．

　　　　・堀越義一・昭和11年度東大地質学科中期生一同（1937）：吉備高原の地史に就いて．地質

　　　　雑，44，（528），797・－821，1図版．

村田正文（1961）：秋吉台の地質構造．東北大地質古生物研究邦文報告，（53），1－46，2図版．

中野光雄（1952）：岡山県後月郡共和村地方の地質一特に中・古生界に関する二・三の新知見．広島

　　　　大学地学研報，（2），15－30，1図版．
NoGAMI，　Y．（1962）：　JungPaltiozoikum　im　Atetsu－Plateau　sudwestjapans．　Mem．　coll．・sci・，　univ・　K70to，

　　　　　Ser．　B，29，（2），161－176，1p1．

小倉　勉（1921）：7万5干分の1地質図幅tt庄原”および同説明書．地質調査所．
ToRIYAMA，　R．（1954）：Geology　of　Akiyoshi，　Part　I，　II。　Mem．　Fac．　Sci．，　KVushu　Univ．，　ESer．1），4，（1），

　　　　　39－97，2pls．；5，（1），1・－46，2pls．

鳥山隆三・村田正文（1962）：秋吉台の古生界，地質巡検旅行案内書一一6，26頁，3図版．日本地質学

　　　　会第69年年会準備委員会．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

横山鶴雄（1959）：帝釈峡地域の地質．中国山地国定公園候補地学術調査報告，29－42，4図版．

　　　　（1960）：帝釈峡の古生層，地学見学案内一2（庄原・勝光山・帝釈峡），18－33，2図版．日

　　　　本地学教育研究会広島大会．

　　　　（1961）：広島県帝釈地方産Triticites動物群．地質学雑誌，67，（786），187．

吉田博直（1961）：中国地方中部の後期中生代の火成活動．広島大学地学研報，（8），1－39，7図版．

吉村典久（1961）：中国地方中部大賀台地の古生層の層序と構造．広島大学地学研報，（10），1－36，

　　　　　5図版．

広島大学理学部地質学鉱物学教室





広島大学地学研究報告　第14号（長谷） 図版XXIV

s”、’
　、華、集

’

9 SC
ls
ch

ノ
＃

蹄 ／

難／

霧

　口口lu日晒目ll口　　u
　＃lBl目　　；ll　　目
　　ll　l「11し馬　　ll目ill

鋤、
ぐ’ぐ黙

翻

聾イD

目
i
1
　
：
　
：
，
－

w
w
°
i
i
1
1
ー

な
の
　
　
ア
　
　
　
　

襯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

勺

　
　
・

　
　
　
“
“

　
　
　
I
　
　
－

　
　
　
v
　
劇

1

i－
’i
－
－
看

喩蹴1

s：　12；

　lllll’

濃1

土居谷

／

Yl

　後組
lY填

＼＼
＼

Yi

見内

誠

H
Y

＿
＿
）
b
〉
N
1

＿
一

　
糟
o
r

5甑

俘
鯉

ll重臼、婁　［lll

ll目1 〕t！f・1い：1

　　　　日llllli、

　　　；lll日目目3

　　

ー
麟
灘

’a
人
く

「

権現山

　　　　　　　　　　　第XXIV図版　広島県神石郡神石一油木地域の地質図および地質断面図

（1964，長谷；一部は横山〔ig59〕，鈴木・八木（1954，手記〕，石原・江藤⊂隻954，手記コ，申川。西脇（ig54，手記3，

森麟｝（玉95禽　手認⊃による）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　⊂凡例〕　A王：沖積層および未調査区域．　　Bt：玄武岩（洪積琶衿．　　Tm：備北厨群（申薪世）“　　G？：花謁斑岩（白墓紀）．

Gr：花鱗岩く由璽紀）．　　Dτ：閃緑岩〈白璽紀）．　　PP：脈岩類（霞墓紀〉。　　Tk：高田流紋岩類（自墓紀〉．　　Ks：吉舎安山

岩類（白璽紀）．　　　IXX：稲禽層（下部白嘉紀）．　　　Lu：朱区分贋灰岩層、　　　Lp：二畳紀石灰岩層．　　　Lc：石炭紀石灰岩層．

Sls：輝緑凝灰岩・石灰籍互層．　　Sch：輝緑凝灰嶽層．　　Yu：芳井層群上部層．　　Yi：芳井鰹群下部層．　　sc：輝緑凝灰岩。

三s：石灰岩．　　ch：チャート．

　1：向斜軸．　　2；背斜軸。　　3；断層．　　4：推定および伏在断層．　　5；走向，傾斜．



図　版　XXV　説　明

1

2．

3

4．

芳井層群とa輝緑凝灰岩層との関係を示す露頭（神石町落石のすぐ南東の路傍）

　芳井層群上部層の砂岩（Ss）の上へ衝上面（A－B－一一C）を境にして輝緑凝灰岩（Sch）がの

　っている。輝緑凝灰岩中には衝上性すべり面の発達が著しく，また斜長流紋岩（Pl）が引きち

　ぎられたような形でもみこまれている。衝上性すべり面はかなりうねるが，走向ENE－WSW

　あるいはNW－SE，傾斜50～70°Nの場合が多い。

e石灰岩層とf石灰岩層との関係を示す露頭（神石町見内東北東1300mの地点の路傍）

e石灰岩層中の含Neoschwagerina石灰岩礫岩（Lp）とf石灰岩層に属する含Profusulinella石

灰岩（Lc）が衝上断層（Ft）をもって境されている。断層の走向，傾斜は束縁でN10～20°W・

60°E，西縁でN50°W，⊥であり，断層帯中には石灰岩が引きちぎられてもみこまれている。

現岩（Pt）の岩脈も断層で切られている。

b砂岩頁岩互層中の擾乱（神石町落石東方1300mの地点の路傍）

層面に斜交する高角度の小断層が平行的に発達している。東西数10mにわたる露頭全体に類似

の現象がみられる。

a輝緑凝灰岩層中の擾乱（神石町落石東方1100mの地点の路傍）

ややうねった高角度のすべり面が平行的に発達している。
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図　版　XXVI　説　明

1）rofusulinella　sp・×20

　産地：総領町黒目東方1900m，黒目東方（別迫）の石灰岩層．

Profusulinella　sp・×20

　産地：同　上．

Triticites　sp．×10

　産地：総領町黒目東方2000m（1－2の北東200m），黒目東方（別迫）の石灰岩層．

Nankinella　sp．×20

　産地：神石町落石東方1400m，　e石灰岩層．

Psendode！iolina　oζatvai　YABE＆HANzAwA．×10

　産地：同　上．

Afghanetla　sp・×10

　産地：同　上．

Yabeinαshiraiωensis　OZAWA．×10

　産地：油木町油木北方3000m（竹川内南西），油木北方の石灰岩層．

Yabeinαshiraiωensis　OZAWA．×10

　産地：同　上．

Yabeina　shiraiω6nsis　OZAWA，×10

　産地：神石町呉ケ峠北方700m，呉ケ峠北方の輝緑凝灰岩・石灰岩層．

Neoschωageriπa　megasPherica　DEPRAT・×10

　産地：同　上（転石）．

Neoscftωagerina　sp・×10

　産地：同　上（転石）．

礫岩，石灰岩礫のなかにSumatrina　sp・が含まれる．×10

　産地：神石町見内東北東900m，芳井層群上部層．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真撮影　佐田公好
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